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事例紹介｜ガス｜ Scope3排出量算定⽀援

出所︓各種資料を基に⽇本総研作成

背景・課題 プロジェクト概要 実施成果

担当コンサルタント

お客様概要

業種 ガス

売上⾼ ー

従業員数 ー

事業概要 ガスの製造、供給および販売

昨今のカーボンニュートラルや
ESG関連のさまざまな動きを踏
まえて、⾃社を取り巻く外部環
境激変が進んでおり、カーボン
ニュートラルやESGにおける取り
組みを推進していきたい。

 カーボンニュートラルに向けた⻑
期環境⽬標やロードマップ策定
について検討を進めるにあたり、
まずはScope3のCO2排出量の
算定を実施し、サプライチェーン
全体のCO2排出量および排出
構造を把握したい。

社内勉強会を実施の上、
Scope3の算定やカーボンニュー
トラルの⽬標設定に向けた社内
の意識醸成も⾏いたい。

⽬標設定・削減施策検討に向けたScope3算定⽀援業務」として以下3つを⽀援
① Scope3算定⽀援︓サプライチェーン全体でのCO2排出量とCO2削減ポイントを

把握
② ⻑期⽬標設定の取り組み紹介︓他社の先進的な取り組みとカーボンニュートラ

ルの⽬標設定の紹介
③ 社内勉強会︓Scope3の算定の必要性や算定結果、国内外のカーボンニュート

ラルに向けた取り組みを紹介

 サプライチェーン排出量算定の
仕組み化・現状分析
サプライチェーン排出量の算定
ツールの仕組化、現状分析、今
後の対応策検討まで⽀援。

 カーボンニュートラル実現に向け
た社内意識の醸成
カーボンニュートラル実現に向け
た国内外の動向や先進企業の
取り組み、⾃社のサプライチェー
ン排出量の結果を共有すること
で、社内意識を醸成。

環境・エネルギー・資源グループ
コンサルタント

⼭⽥ 幸美 やまだ ゆきみ

環境・エネルギー・資源グループ
コンサルタント

挾間 優治 はざま ゆうじ

■サプライチェーン排出量算定結果

Scope 概要 排出量
[CO2e-t]

割合
[％]

Scope1  ガス・軽油の事業活動での使⽤ 2,462 0.33
Scope2  購⼊電⼒の使⽤ 2,464 0.33

 カテゴリ1 購⼊した製品・サービス 815 0.11
 カテゴリ2 資本財 8,205 1.10
 カテゴリ3 Scope1,2に含まれない燃料及びエネルギー関連活動 111,132 14.90
 カテゴリ4 輸送、配送（上流） 3,578 0.48
 カテゴリ5 事業から出る廃棄物 403 0.05
 カテゴリ6 出張 15 0.00
 カテゴリ7 雇⽤者の通勤 53 0.01
 カテゴリ8 リース資産（上流）
 カテゴリ9 輸送、配送（下流）
 カテゴリ10 販売した製品の加⼯
 カテゴリ11 販売した製品の使⽤ 616,862 82.69
 カテゴリ12 販売した製品の廃棄 1 0.00
 カテゴリ13 リース資産（下流）
 カテゴリ14 フランチャイズ
 カテゴリ15 投資

745,989 100.00

Scope3

合計

Task1 サプライチェーン排出量算定の仕組み化・現状分析

Task2,3 ⻑期⽬標設定の取り組み紹介,社内勉強会


